　


【報告事項５】環境

②全国消団連/日本レスポンシブル・ケア協議会共催企画のご案内


全国消団連/日本レスポンシブル・ケア協議会共催
化学企業との対話集会　ご案内

新しく誕生した鳩山政権は、日本の中期目標（2020年までに1990年比温室効果ガスを25％削減する）を発表しました。12月にはデンマークでＣＯＰ15が開催され、京都議定書以降の地球環境保全に向けた行動の枠組みが話し合われます。地球環境問題、とりわけ「温室効果ガス削減問題」は国民の間で大きな関心を呼んでいます。

全国消団連では環境分野の取り組みとして、今年度も、日本レスポンシブル・ケア協議会加盟の化学企業との対話集会を開催します。
今回は「温室効果ガス削減に向けた新たな視点」と題しまして、講演会と意見交換を開催いたします。ぜひご参加ください。

日　時：2009年12月7日　月曜日　13：30～16：00
場　所：主婦会館プラザエフ5階　会議室
プログラム

　司会進行　鈴木幹雄さん

（富士フイルム㈱CSR推進部　環境・品質マネジメント部　担当部長）

開催挨拶：全国消団連／JRCC　　　　　　　　13：30～13：35  　　　

消費者/JRCC　出席者の自己紹介　　　　　　 13：35～13：40

地球温暖化に対する化学産業の対応　　　　　　13：40～14：30

講演　　－温室効果ガス削減に向けた新たな視点－

吉清　元造さん（日本化学工業協会技術部長）　　　

意見交換　　14：45～16：00　

ファシリテーター　浅田　浄江さん（WEN代表、消費生活アドバイザー）

［参加企業］

昭和電工㈱ ・富士フイルム㈱・住友化学㈱等の予定
申込み・お問い合わせ先

全国消費者団体連絡会　担当　田中TEL 03-5216-6024　FAX 03-5216-6036　E-Mail takayo.tanaka@shodanren.gr.jp

全国消団連宛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：03－5216－6036
化学企業との対話集会≪参加申込み用紙≫

2009年12月7日　月曜日　13：30～16：00

主婦会館プラザエフ5階　会議室
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· 準備の都合上事前にお申込みください。

· いただいた情報は学習会参加集約の目的以外には使用いたしません。
会場案内
[image: image2.png]



〒102-0085　東京都千代田区六番町15

JR四ツ谷駅麹町口前（徒歩1分）

　　　地下鉄南北線/丸の内線四ツ谷駅（徒歩3分）
【参考】日本レスポンシブル・ケア協議会とは・・・協議会ＨＰより

１．レスポンシブルケアとは

化学工業界では、化学物質を扱うそれぞれの企業が化学物質の開発から製造、物流、使用、最終消費を経て廃棄に至る全ての過程において、自主的に「環境・安全・健康」を確保し、活動の成果を公表し社会との対話・コミュニケーションを行う活動を展開しています。
この活動を『レスポンシブル・ケア（Responsible Care）』と呼んでいます。
○レスポンシブルケアの実施項目
●環境保全　地球上の人々の健康と自然を守ります。
●保安防災　設備災害の防止や自然災害対策に努めます。
●労働安全衛生　働く人々の安全と健康を守ります。
●物流安全　物流における事故、災害の防止に努めます。
●化学品・製品安全　化学製品の性状と取扱方法を明確にし、顧客も含めた全ての取扱者の安全と健康、環境を守ります。
●コミュニケーション　活動内容・成果を公表し、対話を進めます。
○レスポンシブル･ケアの進め方

レスポンシブル・ケアは経営トップの宣誓と、目標の設定に基づいて行う自主管理活動であり、PDCA サイクルに沿って実施されます。
　計画の作成（Plan）、活動の実施（Do）、自己評価（Check）、見直し・改善（Act）を継続して行うことにより、常にレベルアップを図っています。
○レスポンシブル･ケアの歴史

1985：カナダでレスポンシブル・ケアが誕生
1990：国際化学工業協会協議会（ICCA）設立、レスポンシブル・ケア活動の世界展開を開始
1995：社団法人日本化学工業協会（日化協）内に日本レスポンシブル・ケア協議会（JRCC）設立、環境・安全・健康に関する活動を化学業界全体で統一・活発化
2001：JRCC、アジア諸国へのレスポンシブル・ケア活動支援開始
2005：レスポンシブル・ケア世界憲章を承認
○日本レスポンシブル・ケア協議会について
本会は、日本レスポンシブル・ケア協議会（英文名Japan Responsible Care Council 略称「JRCC」）と称し、1995年４月、日本におけるレスポンシブル・ケアを推進する組織として、(社)日本化学工業協会の中に設立されました。
　会の目的は､本会は、会員の実施するレスポンシブル・ケアを支援するとともに、国内外の社会から会員に対するより一層の信頼の向上に寄与することを目的とする。






